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心理的多様性のための駅   STATION FOR PSYCHOLOGICAL DIVERSITY



2つのホームをつなぐ跨線橋として木架構が山手線をまたぐ
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橋の上はマイノリティのためのカウンセリングスペースになっており、優しい光の差し込む切妻屋根が覆いかぶさる。
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第1の橋!"#$%&!'()($*&#+)!,-./
古いレールの取らす構造階段のみ
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バリアフリーへの配慮鉄骨造エスカレーターとエレベーター
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心のケアのためのカウンセリングスペース鉄骨柱と木屋根架構エレベーターのみ
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鶯谷駅はラブホテル街と墓地に挟まれている。いわば「生」と「死」の空間が線路を挟んで対峙す
る。 台地の端につくられた鶯谷駅には、異なる時期につくられた２つの跨線橋がある。1つめは
1928年頃につくられた階段だけの跨線橋。古いレールを再利用した軽やかなトラス構造で支え
られている。2つめは2001年頃につくられたエスカレーターとエレベーターのついた跨線橋。鉄
骨丸柱で支えられ古いレールに比べれば随分しっかりしている。これは足腰の弱い方や車椅子
での利用への配慮が現代の技術で具体化されたもの。その想定は1つめの時代にはなかった。
跨線橋の造りにそれが作られたときの社会の想定が保存されている。
都市空間のいたるところにバリアフリーが具体化されるということは、その社会が身体的な多様
性を想定し認めているということの証でもある。他方で現代では心理的な多様性への配慮も求
められている。同性愛者やトランスジェンダ（身体の性と心の性が一致しない）など社会的なマイ
ノリティへの配慮は、重要であることはわかっていても都市空間にどのような居場所が与えられ
るべきか、われわれの社会はまだ知らない。
心理的多様性のための駅舎を模索するとしたら、それはどのような姿だろうか。鶯谷駅に３つめ
の跨線橋をつくる。ここに心のケアを扱うカウンセリングスペースを構想する。駅の動線でもあり
ながら居心地の良い滞在空間とするために、木造架構で、アクセスはエレベーターのみとする。
少し先の社会の想定が具体化されることになる。
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When the station explores psychological diversity, how it would look like? A third overpass 
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